
 
 
 
 
 
 
 

中 1 ギャップを解消するためには、各中学校区において、中 1 ギャップの状況等の実態把握に基づき、9 年
間を継続して子どもを育てていくシステムを構築することが必要です。 

そのためには、小・中学校の教職員等により構成される「中 1 ギャップ解消検討委員会」等を組織して、「中
1 ギャップ解消プラン」を作成し、小・中学校が協働して計画的に取り組めるようにすることが効果的です。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

「Ｌadder」は学校間の接続を図る「はしご」を意味しています。 

                                                        平成２２年１１月 ２日  第１４号 

                               北海道教育庁学校教育局 

参事（生徒指導・学校安全）                       
Q 小・中学校の緊密な連携を図るためには、どのような取組が効果的ですか。 

Ｂ中学校区の「中1ギャップ」解消プラン（10月以降を抜粋して掲載）             小・中学校の教

職員及び教育委

員会職員等から

構成される「中1

ギャップ解消検

討委員会」を定期

的に開催してい

ます。 

出前授業や入

学説明会を開催

し、児童の中学校

入学への不安を

解消するととも

に、中学校生活へ

の意欲を喚起し

ています。 
小・中連携シー

ト（Ｌａｄｄｅｒ

3 号で紹介）を活

用するなどして、

きめ細かな引き

継ぎを実施して

います。 

人間関係を築

く力を身に付け

させる取組とし

て、「ピア・サポ

ート」を取り入れ

ています。 

生活アンケー

トを定期的に実

施し、学校環境へ

の適応状況を把

握しています。 


